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議 会 通 信
市議会だより用語解説 ※代表質問、一般質問における用語を

　解説しています。

9 月定例会傍聴者数12月定例会は、
12月 5日（月）から始まります。
会期日程は、決まり次第ホームページに

掲載します。
詳しくは、議事調査課（TEL 51-6610）ま

でお問合わせください。

皆さんの傍聴をお待ちし
ています。ご希望の方は、
議会開催日に本
庁舎5階議会事
務局までお越し
ください。

本会議……27人
委員会……32人

合計59人

●広報委員会〔委員長〕瀧田孝吉　〔副委員長〕加治宏規
　　　　　　〔委　員〕高畑吉成、中村文隆、山崎晋次、不後　昇、奈田安弘、高橋久和

今年は、梅雨明けがはっきりしなかった事もあり、夏が２回あったような気がしま
す。残暑が厳しく「猛暑の年は豪雪になる」との統計もあって、今冬の積雪が心配に
なってきます。議会では７月に２年ぶりの議会報告会を、３常任委員会ごとに開催
し、市民の皆様から意見・提言をいただきました。これらを参考にしながら、議会と
しては、常に市民の皆様の側に居るという立場のもと、行政当局からの提案に対して
は、少しでも違和感のあるものには、厳しくチェックを入れ、その役割を果たしてい
くつもりです。今後とも分かりやすく、読みやすい市議会だよりの紙面構成に努めま
すので、皆様のご理解を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

編集後記
奈田　安弘　産業建設常任委員長

心も身体も社会
的にも満たされ
た状態にあるこ
とを意味する概
念のこと

ウェルビーイング
（Ｐ3）

空き家の売却または賃貸等
を希望する所有者等から申
込を受けた情報を空き家の
利用を希望する
者に対し紹介す
る制度

空き家バンク
（Ｐ2）

砂浜を自走して自在に遊べ
る車椅子のこと

ヒッポキャンプ
（Ｐ4）

障がいのある方やお年寄り
が自由に安全でしかも快適
に海水浴がで
きる海水浴場
のこと

ユニバーサルビーチ
（Ｐ4）

現実世界に体がありながら
も仮想空間で「あなた」が
行動できる
空間のこと

メタバース
（Ｐ6）

トイレの個室ごとに設置
されている小さめのごみ
箱のこと

サニタリーボックス
（Ｐ4）

※詳細については、二次元コードからホームページをご覧ください。



※     の文字については最終ページに用語解説があります。

◆ 9 月定例会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から
報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

代表質問

1 海王丸パーク 30 周年におけ
る将来展望について

2 土地の流動化に向けた取組に
ついて

3 統廃合を含む市内小学校の今
後について

【自民射水の会】
加治　宏規 議員

問①

▲ 次の４０周年５０周年に向け
ての当局の考えを伺う。
答①

▲ 海王丸パークの利活用に
ついては、時代に即した魅力向上
が重要であると認識しており、民間
事業者が利用しやすい環境づくり
や民間活力の導入が必要であると

考えている。開園３０周年を迎えた
海王丸パークが、これからの１０年、
さらにはその先を見据え、先人の
皆様方の志を継承し、更に発展し
ていくよう、県や財団と共に取り組
んでまいりたい。
問②

▲ 土地の流動化について、
当局の見解を伺う。
答②

▲ 本市における土地の流動
化対策としては、指定宅地取得支
援助成金や空き家バンク※、射水市
空き家対策支援事業及び、地籍調
査など様々な施策を講じているとこ
ろであり、引き続き、土地流動化の
促進に努めてまいりたい。
問③

▲ 市公共施設個別実施計画
にある市内小学校７校の今後のあり
方に関して、当局の見解を伺う。
答③

▲ 今後の児童数の推移を踏
まえた状況について、地域や保護
者の方 と々の情報共有を図り、意
見交換会を実施している学校もあ
る。学校施設の大規模改造や長
寿命化改良工事は、多額の財政
負担が生じるものであるため、公共

施設個別施設計画に基づく改修時
期に留意する必要があることは認識
している。学校の統廃合は、行政
が一方的に進めるものではなく、地
域や保護者の方 と々現状や課題を
共有し、理解と協力を得て、丁寧
に進めていく。

　
その他の質問

◆�第三次総合計画策定の進捗状
況について

◆�新型コロナウイルス感染症対
策と今後の対応について

◆�友好・姉妹都市との連携強化
について

◆�沖塚原企業団地の進捗状況に
ついて

◆�本開発地区における新規開発
の進捗状況について

◆�物価高騰等への対応について
◆�道の駅周辺エリア基本構想に
ついて

◆�海王町市有地の民間活用公募
について

一般質問

1 新型コロナウイルス対応につ
いて

2
地域包括ケアシステムを支え
る介護人材確保及び業務効率
化の取組の強化について

石田　勝志 議員

問①ⅰ

▲ 市内介護施設等への必
要物品の提供状況を伺う。
答①ⅰ

▲ 防護服等の必要物品は、
施設等で準備することを基本として
いる。しかし、初動対応が重要で
あるため、施設で必要物品が不足
する時などには、緊急対応として、
防護服等を必要に応じて市から提
供している。
問①ⅱ

▲ 介護施設等との情報連
携体制と、情報の活用を伺う。
答①ⅱ

▲ サービス利用状況の把
握、他の施設での利用状況を確認
するなど、感染拡大防止への支援
を行っている。なお、施設の負担
軽減を図るため、市への報告内容
を見直すこととしている。
㉄②

▲ 元気高齢者参入による介

護現場改革の方策について進捗状
況と今後の展望について伺う。
答②

▲ 県や介護事業所等と連携
し、高齢者を含めたあらゆる世代を
対象に、介護人材の確保・育成支
援に努め、更なる地域包括ケアシス
テムの深化・推進に努めてまいる。

その他の質問
◆�地域ふれあいサロン活動について
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代表質問

1 新総合計画について

2 令和５年度予算編成について

3 富山高岡広域都市計画区域の
線引き見直しについて

4 学校部活動の地域移行に向け
た取組について

【自民議員会】
寺岡　伸清 議員

問①

▲ 新総合計画策定に向けて
の市長の思いを伺う。
答①

▲ 新型コロナウイルス感染症
による社会や価値観の変容に加え、
急速な人口減少、情報通信技術の

進展、さらには SDGs に対応してい
くことが急務になっている。新総合
計画では、ウェルビーイング※や関係
人口の創出などの新たな観点を取り
入れ、市民の満足度を向上し、「幅
広く、未来世代に選ばれるまち」を
目指す計画としたい。
問②

▲ 令和５年度予算編成に向
けた市長の考えを伺う。
答②

▲ 令和５年度は新総合計画
がスタートする重要な年である。新
型コロナウイルスの感染拡大を機
に、社会環境やライフスタイルが変
化してきている中、引き続き市民ニー
ズを的確に捉え、市民が幸せで便
利で快適に暮らせるまちづくりのた
めの予算編成を進めていく。
問③

▲ 富山高岡広域都市計画区
域の線引き見直しについて伺う。
答③

▲ 関係市の希望箇所を基に
令和 5 年度以降にかけて県が進め
る。産業用地拡張、新たな賑わい
と活力に資する施設の立地誘導、
また、定住人口の受け皿としての
住宅地等、都市の活性化や持続

性のため必要な新たな市街地の確
保に向け取り組んでいく。
問④

▲ 学校部活動の地域移行に
ついて本市の取組方針を伺う。
答④

▲ 国の方針もあり段階的に
地域移行を進めていく。令和５年
度からの 3 年間を集中期間として取
り組んでいく。教員の多忙はもとよ
り今後の少子化も踏まえると地域移
行は必要との認識があるが、大き
な変革であり大きな意識改革が求め
られる。着実に
向き合い、その
ための体制づく
りに取り組んで
いく。

その他の質問
◆�令和３年度決算について
◆�農地の課題、遊休農地の問題
について

◆�老人クラブの活動状況について
◆�選挙事務においての不適切対
応について

◆�あったか家族応援プロジェクト
の全市的展開について

一般質問

1 旧統一教会（世界平和統一家
庭連合）との関係について

　

根木　武良 議員

問①ⅰ

▲ 旧統一教会及び関連団
体に対する射水市長及び教育委員
会名義の後援並びに文化施設の貸
出しの有無、また今後の対応につ
いて伺う。
答①ⅰ

▲ 後援名義使用承認の有
無について、射水市名義では、令
和２年度から令和４年度まで４件承
認している。教育委員会名義では、
後援名義使用承認は行っていない。
文化施設の貸出しは、平成３０年度
から令和３年度にかけて１０件使用
許可を行っている。今後、後援名
義使用の承認については、申請者
及び事業内容を慎重に確認し、適
切に対応する。また、公共施設の
貸出についても、関係法令及び各
公共施設の規程等を遵守し、適切

に対応する。
問①ⅱ

▲ 旧統一教会及び関連団
体からの被害に関する相談窓口を
開設されたい。
答①ⅱ

▲ 旧統一教会及び関連団
体被害に関する相談については、
本市として新たな窓口は設置せず、
射水市消費生活センターで相談を
受け付け、支
援していく。

その他の質問
◆�安倍元首相の「国葬」について
◆�市民病院の入院用ベッドの電動化
について
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一般質問
1 GIGA スクール構想について

2 公共施設のトイレについて

瀧田　孝吉 議員

問①

▲ 児童生徒の反応について伺う。
答①

▲ 小中学校では１人１台タブ
レット端末を教育活動全般に活用し
ている。家庭でもＡＩドリル、学習教
材の動画視聴等、進度に応じた学
習に取り組んでいる。今年度の全国
学力・学習状況調査によると、本市
の小中学生は９割以上が「タブレッ
ト等のＩＣＴ機器は役立つ」との意識
を持っており今後も、児童生徒が未
来社会で活躍できる資質、能力を
育むための学び環境を整えていく。
問②

▲ 男性用トイレにサニタリー
ボックス※を設置してはどうか。

答②

▲ 膀胱がん等の病気や加齢
による尿漏れ等により尿漏れパッド
等を使う男性が増える一方、捨て
る場所がないため吸水パッドを使用
する男性には精神的な負担となって
いる。まずは、庁舎各フロアの男性
用個室トイレに１か所以上設置し、
各公共施設においても利用者の実
状や男性用トイレのスペース等を考
慮し検討していく。

その他の質問
◆�医療的ケア児について
◆�地域経済活性化施策について

一般質問
1 安全安心対策等について

不後　昇 議員

問①

▲ 市内の通学路危険箇所の
対策の現状と今後の取組について
伺う。
答①

▲ 千葉県八街市で発生した
事故を受け文部科学省が示した、
大型車の進入が多い箇所などの新
たな観点を踏まえ小中学校から提出
された７７か所について、現地確認も
含めた合同点検を行っている。その
結果、対策が必要な箇所について、
各道路管理者や警察などの関係機
関により対策が検討され、令和３年
度末時点で路面標示の設置など６
か所の対策が完了している。その他、

側溝蓋の設置や外側線の設置、歩
行者用信号機の設置など、対策が
必要な箇所については、各道路管
理者や警察などの関係機関に要望
している。

その他の質問
◆�マイナンバーカードについて
◆�学校におけるがん教育について
◆�本市の認知症支援の取組につ
いて

一般質問

1 海老江海浜公園海水浴場の安全
対策と活性化について

西元　勇司 議員

問①ⅰ

▲ ライフセービング協会や
水上バイク愛好者との連携につい
て伺う。
答①ⅰ

▲ ライフセービング協会によ
る海水浴場監視は安心して遊泳で
きることから今後も連携していきた
い。水上バイク愛好者との連携の
必要性は低いものと考えている。
問①ⅱ

▲ 水陸両用車いすヒッポ
キャンプ※とビーチマットの導入につ
いて伺う。
答①ⅱ

▲ 歩行が困難な人や高齢
者も安心して楽しめるインクルーシブ
な海水浴場を目指し、それらの導

入について調査研究してまいる。
問①ⅲ

▲ 本県初のユニバーサル
ビーチ※整備とPR 活動について伺
う。
答①ⅲ

▲ 海水浴場の永続的な運
営・管理体制を構築した上で調査
研究してまいる。

その他の質問
◆�消防本部の消防車両と特殊資器
材について

◆�機能別団員の大規模災害対応力
について
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一般質問
1 ヤングケアラーについて

杉浦　実 議員

問①ⅰ
▲ 小・中学校別の調査結

果について伺う。

答①ⅰ

▲ 「日常的にお世話をしてい
る家族がいる」と回答した小学生は
5.6％、中学生は 2.4％であった。各学
校では、個別に面談を行い、お世話
の内容や気持ちを聞き、生活への影
響について、的確な実態把握に努め
た。引き続き、市の関係課と連携し、
情報を共有する。また、小・中学校
家庭教育専門支援員やスクールソー
シャルワーカーの派遣を含めた学校
での見守りや相談体制への支援を
行っていく。
問①ⅱ

▲ 各分野における関係機
関の連携について伺う。

答①ⅱ

▲ 今後、複合する課題に対
し、横断的・包括的な支援となるよ
う、福祉保健部各課のみならず、教
育委員会、学校、関係機関、民間
団体等、各機関との共通理解を図り、
緊密な連携体制の整備に努める。
問①ⅲ

▲ コーディネーターの配置につ
いて伺う。
答①ⅲ

▲ 令和 6 年 4 月以降に設定
する「こども家庭センター」内での配
置を検討する。

その他の質問
◆�インボイス制度について

一般質問

1 外国人中古車販売業に関する諸
問題について 

2 物価高騰の長期化を見据えた対
策について

西尾　哲 議員

問①

▲ ５年先、１０年先を見据え
た計画的な取組が必要であると考
えるが当局の見解を伺う。
答①

▲ 外国語表記の啓発チラシ
等をより分かりやすく工夫し、外国
人コミュニティの場で説明するなど、
新たな取組も視野に入れ、地域住
民と外国人事業者の相互理解が進
むよう連携して取り組む。
問②

▲ 必要な支援は見過ごさず、
早期に予算へ反映すること、また、
燃料費高騰分等を業者へ負担転嫁
していないかの確認について、当
局の見解を伺う。

答②

▲ 給食食材料費高騰分の支
援、農業、漁業者に対する燃料費
等の支援、生活困窮者に対する支
援など補正予算で対応した。引き続
き、市民生活を守り、地域経済の
回復に向けた施策や原油価格・物
価高騰等に対する支援に取り組む。

その他の質問
◆�豪雨に備える雨水対策について
◆�マイナンバーカードの取得推進
について

◆�ふるさとに誇りを持つ「ふるさ
と教育」について

一般質問
1 太閤山地区リノベーション計画の

現状及び関連事項について

2 民法等の一部改正に伴う空き家
対策などについて

山本　満夫 議員

問①

▲ 太閤山リノベーション計画に
基づくインフラ工事の具体的な時期
について伺う。
答①

▲ インフラ工事の着手時期に
ついては、来年度から数年かけ事
業計画の素案の作成と国との協議
を行い、採択後に事業着手するこ
とになる。
問②

▲ 市内における相続放棄さ
れた空き家の件数及び相続放棄を
した者による管理義務の明確化に
対する当局の考えについて伺う。
答②

▲ 空き家対策では、老朽危
険空き家等に対してのみ、所有者

等を調査しているため、相続放棄さ
れた空き家の実数については、把
握していない。今回の民法改正で
は、財産の保存義務については、
相続放棄した時点において現に相
続物件を占有している者に限定され
たことから、占有している相続人が
いない場合は、管理者不在となり、
管理不全の空き家が増加すること
が懸念される。
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一般質問

1 し尿汚泥からのリン酸・加里肥
料の活用 について

2 富山新港花火大会での火災につ
いて

金　賢志 議員

問①

▲ 本市衛生センターから発
生する、し尿汚泥を活用し農業用
肥料への利用ができないか見解を
伺う。
答①

▲ 「循環型社会形成推進基
本法」では、循環資源について再
使用することを基本原則としており、
し尿・汚泥についても再使用が求め
られている。ただ、処理量が少量
で減少傾向であることから効率的な
再利用には広域化による施設の集
約や下水道施設との連携などが必
要と考えており、今後も調査研究を
していく。

問②

▲ 富山新港花火大会での火
災発生原因と花火職人のケガの状況
について伺う。
答②

▲ 手作業で筒に花火玉を装
着する早打ち花火の作業中、花火
玉のケースの蓋のすきまから打ち上
げ時に生じる火の粉が入り花火玉に
引火し爆発した。花火従事者２名が
救急搬送されたが、顔や腕に軽度
の火傷を負うが現在は回復されたと
のことである。

一般質問
1 五歩一交差点立体化事業について

2 射水市ＤＸについて

3 メタバースに関する取組について

4 定年引上げに伴う庁舎統合への
影響について

大垣　友和 議員

問①

▲ 五歩一交差点立体化の早
期完成について伺う。
答①

▲ 本市内で新たな交通渋滞
の発生など影響が少ないよう早い完
成に向けて県に対し強く働きかける。
問②

▲ 本市ＤＸの特徴と進捗を伺う。
答②

▲ 本市の特徴は「地域社会
のＤＸ」を主眼に策定している。県
立大学ＤＸ教育研究センターと「新し
い地域交通」「シェア社会」「健康
管理」をテーマに共同研究を進めて
おり、市民の利便性向上につなげて
いくための調査研究を行ってまいる。
問③

▲ メタバース※の活用につい

て見解を伺う。
答③

▲ 魅力の発信や地域課題の
解決など、自治体においても大きな
可能性を秘めているものと考え先進
的な取組事例や民間企業が提供す
るサービスを含め調査する。
問④

▲ 定年引上げに伴う庁舎統
合への影響を伺う。
答④

▲ 当面、職員数は増えると
見込む。一方で、働き方改革など
により執務に必要なスペースの在り
方も変わってくる。現時点で庁舎統
合の方向性は維持し行政組織の在
り方を踏まえ検討してまいる。

射水市に行政視察に来られました。
1町、８市、１区議会、計８１名の議員の方々が射水市に行政視察にこられました。

日付 議会名 テーマ 日付 議会名 テーマ

7/4 北海道羅臼町議会 陸上養殖について 7/27 三重県鈴鹿市議会 土地利用と企業誘致について

7/7 栃木県日光市議会 イメージアップ事業について 8/3 東京都板橋区議会 射水市多職種連携
システムについて

7/12 群馬県館林市議会 射水ブランドの取組について 9/29 大分県宇佐市議会 水産資源保全事業の
取組について

7/25 富山県滑川市議会 ペーパーレス会議について 10/5 千葉県館山市議会 子どもの権利について

7/26 神奈川県海老名市議会 地域公共交通について 10/28 秋田県由利本荘市 新湊博物館について
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◆ 令和４年度議会報告会 ７月に開催された議会報告会は３常任委員会に分かれ、
それぞれの所管事項について市民と意見交換をしました。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
令
和
４
年
７
月
２５
日
１９
時
か
ら
ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
に
お
い
て
議

会
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。「
公
共
施
設
及
び
未
利
用
市
有
地
等

に
関
す
る
民
間
提
案
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
３０
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

▼ 

主
な
質
疑
・
意
見

��　
今
回
の
民
間
提
案
制
度
は
市
内
在
住
者
に
限
定
す
る

も
の
か
。
ま
た
市
外
・
県
内
県
外
で
も
参
加
資
格
は
あ

る
の
か
。

�　
市
内
の
法
人
、
個
人
事
業
主
か
ら
の
提
案
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。
市
外
、
県
外
は
問
わ
な
い
。

��　
今
回
の
提
案
制
度
は
市
所
有
の
土
地
の
有
効
活
用
を

求
め
る
も
の
な
の
か
。

�　
そ
の
通
り
で
あ
る
。
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
の
活

性
化
や
財
政
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
提
案
で
あ
る
。

　
令
和
４
年
７
月
２７
日
１９
時
か
ら
大
門
総
合
会
館
に
お
い
て
議

会
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。「
最
終
処
分
場
の
現
状
と
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
４８
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

▼ 

主
な
質
疑
・
意
見

��　
野
手
埋
立
処
分
所
の
拡
張
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。
周
辺
に
は
他
に
も
多
く
の
産
業
廃
棄
物
施
設
が

あ
り
、
大
変
な
状
況
に
映
る
。

�　
野
手
埋
立
処
分
所
の
増
設
予
定
地
は
、
既
存
市
有
地

で
新
た
な
土
地
取
得
が
不
要
で
あ
る
。

　
�　

周
辺
に
は
富
山
環
境
整
備
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
等
民
間
の
施

設
が
あ
る
が
、
富
山
市
に
立
地
し
て
い
る
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
射
水
市
が
直
接
の
指
導
下

に
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
も
水
質
等
適
切
な
情
報
の
報
告

は
受
け
て
お
り
、
市
民
の
安
心
の
た
め
、
よ
り
し
っ
か
り

と
話
を
聞
く
姿
勢
、
監
視
体
制
で
臨
み
た
い
。

　
令
和
４
年
７
月
２６
日
１９
時
か
ら
救
急
薬
品
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。「
令
和
４
年
度
当
初
予

算
及
び
主
な
事
業
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
２６
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

▼ 

主
な
質
疑
・
意
見

��　
自
主
財
源
・
依
存
財
源
の
比
率
に
つ
い
て
、
健
全
と
さ

れ
る
数
値
の
指
標
は
あ
る
の
か
。

�　
か
つ
て
は
「
３
割
自
治
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
自

主
財
源
が
３
割
で
、
残
り
７
割
の
財
源
は
依
存
と
い
う

の
が
自
治
体
の
状
況
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。
本
市
で
は
、

相
対
的
に
合
併
前
よ
り
改
善
し
て
い
る
。

��　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
あ
る
の
で
、
食
糧
自
給
率
を
向

上
さ
せ
、
農
業
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

�　
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
当
局
や
議
員
各
位
も
同

じ
思
い
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
支
援
の一助
と
な
る

よ
う
な
施
策
の
審
議
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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◆ 9 月定例会常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
案
３
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
９
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

射
水
市
立
小
杉
小
学
校
プ
ー
ル
改
築

  （
建
築
主
体
）工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

令
和
４
年
７
月
１２
日
に
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
付
し
た
射
水
市
立
小
杉
小
学
校
の

プ
ー
ル
改
築
（
建
築
主
体
）
工
事
に
つ
い
て
、

1
億
8
8
1
0
万
円
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た

め
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

��　
今
般
の
物
資
高
騰
の
中
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
た
契

約
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

�　
想
定
し
た
上
で
契
約
を
し
て
い
る
。

��　
プ
ー
ル
の
改
築
工
事
期
間
は
小

学
校
の
プ
ー
ル
授
業
の
時
期
を
外

し
て
行
っ
て
い
る
の
か
。　

�　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

議
案
４
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
10
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

射
水
市
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略

（
案
）
の
概
要
に
つ
い
て

市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
る
中
、
排
出
さ

れ
る
ご
み
も
変
化
し
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
増
え
、
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収・処
理
に
係
る
問
題
や
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
量
が
減
少

傾
向
で
あ
る
等
の
課
題
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循

環
の
実
現
に
向
け
、
市
民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
等

の
役
割
や
取
組
方
針
を
示
す
「
射
水
市
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
戦
略
」
を
策
定
す
る
も
の
。

��　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
１
人
当
た
り
の
分
別

収
集
量
が
、
富
山
県
内
１５
市
町
村
の
う
ち
９
番
目
と

な
っ
て
お
り
、
富
山
市
や
高
岡
市
よ
り
低
い
理
由
は
。

��　
市
民
の
分
別
意
識
の
違
い
や
、
他
市
に
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
回
収
用
の
専
用
指
定
袋
や
常
時

回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
の
射

水
市
と
の
違
い
で
あ
り
、
今
年
度
よ
り
本
市
に
お
い
て

も
市
内
２
か
所
に
常
時
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

た
。

議
案
2
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
5
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

不
動
産
の
処
分
に
つ
い
て

海
王
町
地
内
市
有
地
利
活
用
事
業
用
地
と
し
て
、

令
和
４
年
８
月
24
日
付
け
で
土
地
売
買
仮
契
約
を
締

結
し
た
市
有
地
の
売
却
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

��　
埋
立
地
に
お
い
て
は
、
工
事
中
に
、
想
定
外
の
考
え

ら
れ
な
い
も
の
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
般

売
却
す
る
市
有
地
に
つ
い
て
も
、
何
十
年
も
前
に
埋
め

立
て
ら
れ
た
土
地
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
想
像
も
つ
か

な
い
事
態
が
起
き
た
場
合
、
ど
う
い
っ
た
対
処
を
考
え

て
い
る
の
か
。

��　
海
王
町
地
内
の
当
該
市
有
地
近
辺
で
こ
れ
ま
で
建
設

さ
れ
た
市
営
住
宅
や
福
祉
施
設
等
の
工
事
に
お
い
て
、

支
障
と
な
る
埋
設
物
は
出
て
お
ら
ず
、
今
般
の
市
有

地
売
却
に
際
し
て
は
、
そ
う
い
う
も
の
が
な
い
と
い
う

前
提
で
話
を
進
め
て
き
た
。
工
事
に
支
障
を
来
す
埋

設
物
が
出
て
き
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
議
案
第
49
号
）

（
議
案
第
48
号
）

82022.11.1　いみず市議会だより



議
案
３
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
９
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

射
水
市
立
小
杉
小
学
校
プ
ー
ル
改
築

  （
建
築
主
体
）工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

令
和
４
年
７
月
１２
日
に
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
に
付
し
た
射
水
市
立
小
杉
小
学
校
の

プ
ー
ル
改
築
（
建
築
主
体
）
工
事
に
つ
い
て
、

1
億
8
8
1
0
万
円
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た

め
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

��　
今
般
の
物
資
高
騰
の
中
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
た
契

約
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

�　
想
定
し
た
上
で
契
約
を
し
て
い
る
。

��　
プ
ー
ル
の
改
築
工
事
期
間
は
小

学
校
の
プ
ー
ル
授
業
の
時
期
を
外

し
て
行
っ
て
い
る
の
か
。　

�　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

▼

�「
射
水
市
外
国
人
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」の

開
設
に
つ
い
て

本
市
は
富
山
県
内
で
人
口
に
占
め
る
外
国
人
の
割

合
が
最
も
高
く
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
生
活
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
多
言
語
で
受
け
付
け
る
外
国
人
相

談
窓
口
を
新
設
し
、
外
国
人
住
民
に
寄
り
添
い
、
必

要
に
応
じ
専
門
機
関
等
と
繋
ぐ
役
割
を
担
う
も
の
。

��　
本
市
に
は
、
何
か
国
の
外
国
人
が
い
る
の
か
。

�　
４２
か
国
で
あ
る
。

��　
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
な
い
言
語
の
方
へ
の
対
応
は
。　

�　
母
国
語
で
は
な
く
て
も
何
か
対
応
で
き
る
言
語
を
探

し
対
応
す
る
。

▼

�

射
水
市
立
小
中
学
校
に
対
す
る
学
校

給
食
食
材
費
高
騰
対
策
支
援
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
食
材
費
に
つ
い
て
、
今
般
の
物
価
高

騰
に
伴
う
食
材
費
値
上
が
り
相
当
分
を
市
が
負
担
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
に
追
加
負
担
を
求
め
る
こ

と
な
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学
校
給
食
の
提

供
を
行
う
も
の
。

��　
本
給
食
費
一
食
あ
た
り
保
育
園
・
幼
稚
園
は
１０
％
、

小
・
中
学
校
は
７
％
相
当
額
を
市
が
負
担
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
食
べ
る
量
は
小
中
学
生
の
方
が
多
い
わ

け
で
あ
る
が
、
な
ぜ
７
％
な
の
か
。

��　
保
育
園
・
幼
稚
園
に
は
お
や
つ
代
が
あ
る
た
め
、

１０
％
と
な
っ
て
い
る
。

議
案
４
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
10
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

射
水
市
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略

（
案
）
の
概
要
に
つ
い
て

市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
る
中
、
排
出
さ

れ
る
ご
み
も
変
化
し
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
増
え
、
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収・処
理
に
係
る
問
題
や
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
量
が
減
少

傾
向
で
あ
る
等
の
課
題
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循

環
の
実
現
に
向
け
、
市
民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
等

の
役
割
や
取
組
方
針
を
示
す
「
射
水
市
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
戦
略
」
を
策
定
す
る
も
の
。

��　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
１
人
当
た
り
の
分
別

収
集
量
が
、
富
山
県
内
１５
市
町
村
の
う
ち
９
番
目
と

な
っ
て
お
り
、
富
山
市
や
高
岡
市
よ
り
低
い
理
由
は
。

��　
市
民
の
分
別
意
識
の
違
い
や
、
他
市
に
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
回
収
用
の
専
用
指
定
袋
や
常
時

回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
の
射

水
市
と
の
違
い
で
あ
り
、
今
年
度
よ
り
本
市
に
お
い
て

も
市
内
２
か
所
に
常
時
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

た
。

▼

�

射
水
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
助
成
事
業
に
つ
い
て

南
半
球
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
今
冬
に
日
本
で
も
流
行
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
同
時
流
行
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
医
療
機
関
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
市
内
在
住
の
小
学
生
、
中
学
生
・
高
校

生
及
び
妊
婦
に
対
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
を
助
成
す
る
も
の
。

��　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
の
同
時
接
種
も
可
能
と
の
国
の

指
針
が
あ
っ
た
が
、
射
水
市
の
対
応
を
伺
う
。

��　
こ
れ
ま
で
の
接
種
間
隔
の
規
定
が
廃
止
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
同
時
接
種
す
る
か
は
主
治
医
の
判
断
と
本

人
の
希
望
に
よ
る
。

��　
医
療
機
関
に
よ
り
個
人
負
担
は
変
わ
る
の
か
。　

�　
対
象
と
な
る
方
々
へ
の
接
種
は
任
意
接
種
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
で
接
種
費
を
決
め
て
い
る
。
助

成
限
度
額
を
超
え
た
分
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
る
。

議
案
2
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
5
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

不
動
産
の
処
分
に
つ
い
て

海
王
町
地
内
市
有
地
利
活
用
事
業
用
地
と
し
て
、

令
和
４
年
８
月
24
日
付
け
で
土
地
売
買
仮
契
約
を
締

結
し
た
市
有
地
の
売
却
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

��　
埋
立
地
に
お
い
て
は
、
工
事
中
に
、
想
定
外
の
考
え

ら
れ
な
い
も
の
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
般

売
却
す
る
市
有
地
に
つ
い
て
も
、
何
十
年
も
前
に
埋
め

立
て
ら
れ
た
土
地
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
想
像
も
つ
か

な
い
事
態
が
起
き
た
場
合
、
ど
う
い
っ
た
対
処
を
考
え

て
い
る
の
か
。

��　
海
王
町
地
内
の
当
該
市
有
地
近
辺
で
こ
れ
ま
で
建
設

さ
れ
た
市
営
住
宅
や
福
祉
施
設
等
の
工
事
に
お
い
て
、

支
障
と
な
る
埋
設
物
は
出
て
お
ら
ず
、
今
般
の
市
有

地
売
却
に
際
し
て
は
、
そ
う
い
う
も
の
が
な
い
と
い
う

前
提
で
話
を
進
め
て
き
た
。
工
事
に
支
障
を
来
す
埋

設
物
が
出
て
き
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

▼

�

射
水
市
緑
の
基
本
計
画
に
つ
い
て

「
緑
の
基
本
計
画
」
は
、
本
市
に
お
け
る
緑
地
の
保

全
や
緑
化
の
推
進
を
長
期
的
な
視
点
か
ら
計
画
的
に

実
施
す
る
た
め
、
都
市
緑
地
法
に
基
づ
き
、
目
指
す

べ
き
緑
の
将
来
像
や
目
標
、
施
策
な
ど
を
定
め
る
、

緑
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
で
あ
る
。
概
ね
20
年
後

と
な
る
令
和
25
年
度
ま
で
と
し
て
、
計
画
を
策
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

��　
今
般
の
計
画
は
、
20
年
後
の
令
和
25
年
度
を
終
期

と
す
る
非
常
に
長
期
的
な
計
画
で
あ
り
、
そ
の
間
に
事

業
計
画
の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

��　
令
和
25
年
度
ま
で
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
の
計
画
で
あ

り
、
今
後
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
さ
ら
な
る

進
行
を
踏
ま
え
、
社
会
情
勢
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
も

考
慮
し
た
上
で
、
中
間
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
都
市
緑

地
法
の
運
用
指
針
に
記
載
は
な
い
も
の
の
、
本
市
と
し

て
は
５
年
ご
と
に
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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◆ 特別委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。◆ 9 月定例会 会　期：9月1日〜9月22日　22日間

予
算
特
別
委
員
会

港 

湾 

振 

興 

特 

別 

委 

員 

会　
　

�
令
和
４
年
度
射
水
市

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１４
億
１ 

１
６
８
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
４
０
３
億
８
６
６
８
万
６
千
円
と

す
る
も
の

主
な
事
業

●�

地
方
道
路
交
付
金
事
業

●�

生
活
困
窮
者
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
対
策
支
援
金
支
給
事
業

●�

農
業
生
産
原
材
料
高
騰
対
策
緊
急

支
援
補
助
金�

な
ど

�

令
和
４
年
度
射
水
市

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
億 

３
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

４
０
７
億
８
９
６
８
万
６
千
円
と
す

る
も
の 

主
な
事
業

●�

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事
業

所
管
事
項
に
つ
い
て
、1
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

報
告
事
項
の
内
容

▼�

新
湊
大
橋
開
通
10
周
年
・
海
王
丸
パ
ー

ク
開
園
30
周
年
記
念
事
業
の
経
過
報
告

に
つ
い
て

・�

新
湊
大
橋
パ
ネ
ル
展（
射
水
市
役
所
、海
王
丸
パ
ー

ク
）

・
新
湊
大
橋
周
辺
ベ
イ
ク
ル
ー
ズ

・
現
役
練
習
帆
船
「
海
王
丸
」
の
寄
港
（
※
中
止
）

・
新
湊
大
橋
10
t
h
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

（
第
2
号
）（
議
案
第
40
号
）

（
第
3
号
）（
議
案
第
52
号
）

9月9日

9月20日

9月21日

現地視察の様子
　伏木富山港（新湊地区）国際物流ターミナル

質問者及び質問項目
日　程 質　問　者 質　問　項　目

9月 20日

不後　　 昇　委員 ①子どもの権利の擁護に関する取組の現状について　②女性デジタル人材の育成について　
③こころのサポーターについて

石田　勝志　委員 ①海王町雪捨場整備工事について

中川　一夫　委員 ①９月補正予算について　②市政全般について　③その他

西元　勇司　委員 ①８月９月の豪雨による市内の道路冠水状況について　②射水市本開発エリアの都市計画
の展望について

根木　武良　委員 ①安倍元首相の「国葬」への参加について　②インフルエンザ予防接種について　③水道
料金の値下げについて

瀧田　孝吉　委員 ①公債費元金償還費について　②ウィズコロナ（マスク着用）について

奈田　安弘　委員 ①市民病院の経営状況について　②令和５年度策定予定の「経営強化プラン」について　
③自治体病院としてのあり方・役割について

加治　宏規　委員 ①海王丸パークについて

中村　文隆　委員 ①今後の経済支援策について　②小杉町周辺地区のまちづくりと富山高岡広域都市計画
の市街化区域の見直しについて　③国葬儀への対応について

9月 21日

西尾　　 哲　委員 ①メディア対策について　②スポーツツーリズムの推進について　③万葉線２０周年企画
「光の道プロジェクト」について　④曳山まつりについて

高畑　吉成　委員
①歌の森運動公園公衆トイレの洋式化について　②公園の２４時間使用できるバリアフ
リートイレの非常呼出表示装置について　③雨水管理総合計画について　④８月２０日の
ゲリラ豪雨と市の対応について　⑤まちかどＡＥＤについて

大垣　友和　委員 ①射水市外国人ヘルプデスクについて　②射水市公式Ｖチューバ―「いみず雫」について
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◆ 9 月定例会 会　期：9月1日〜9月22日　22日間

議決結果一覧表
[ 議　案 ]
番　号 件　　　名 結　果

第４０号 令和４年度射水市一般会計補正予算（第２号） 可決

第４１号
令和４年度射水市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第２号）

可決

第４２号
令和４年度射水市後期高齢者医療事業特別会計補
正予算（第１号）

可決

第４３号
令和４年度射水市介護保険事業特別会計補
正予算（第１号）

可決

第４４号
令和４年度射水市下水道事業会計補正予算
（第１号）

可決

第４５号
令和４年度射水市病院事業会計補正予算
（第２号）

可決

第４６号
地方公務員法の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整備について

可決

第４７号
射水市職員の育児休業等に関する条例の一
部改正について

可決

第４８号 不動産の処分について 可決

第４９号
射水市立小杉小学校プール改築（建築主体）
工事請負契約について

可決

第５０号
令和３年度射水市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について

継続審査

第５１号
令和３年度射水市下水道事業会計未処分利
益剰余金の処分について

継続審査

第５２号
令和４年度射水市一般会計補正予算
（第３号）

可決

[ 報　告 ]
番　号 件　　　名 結　果

第９号 専決処分の報告について －

第１０号
令和３年度射水市健全化判断比率の報告に
ついて

－

第１１号
令和３年度射水市資金不足比率の報告につ
いて

－

第１２号
令和３年度射水市継続費精算報告について
（一般会計）

－

[ 認　定 ]
番　号 件　　　名 結　果

第１号
令和３年度射水市一般会計歳入歳出決算認定に
ついて

継続審査

第２号
令和３年度射水市国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算認定について

継続審査

第３号
令和３年度射水市後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算認定について

継続審査

第４号
令和３年度射水市介護保険事業特別会計歳
入歳出決算認定について　

継続審査

第５号
令和３年度射水市水道事業会計決算認定に
ついて

継続審査

第６号
令和３年度射水市下水道事業会計決算認定
について

継続審査

第７号
令和３年度射水市病院事業会計決算認定に
ついて

継続審査

[ 諮　問 ]
番　号 件　　　名 結　果

第 2号
人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて

異議無き旨
答申

[ その他 ]
番　号 件　　　名 結　果

議会運営委員会、決算特別委員会、議会
改革特別委員会及び各常任委員会の閉会
中の継続審査

可決

※9月定例会では全ての議案が全会一致のため議員別賛否一覧の掲載はありません。
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会
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日
　
決
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特
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員
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特
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会
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）

20
日
　
決
算
特
別
委
員
会（
水
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・
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21
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会
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8月9月10月

議 会 通 信
市議会だより用語解説 ※代表質問、一般質問における用語を

　解説しています。

9 月定例会傍聴者数12月定例会は、
12月 5日（月）から始まります。
会期日程は、決まり次第ホームページに

掲載します。
詳しくは、議事調査課（TEL 51-6610）ま

でお問合わせください。

皆さんの傍聴をお待ちし
ています。ご希望の方は、
議会開催日に本
庁舎5階議会事
務局までお越し
ください。

本会議……27人
委員会……32人

合計59人

●広報委員会〔委員長〕瀧田孝吉　〔副委員長〕加治宏規
　　　　　　〔委　員〕高畑吉成、中村文隆、山崎晋次、不後　昇、奈田安弘、高橋久和

今年は、梅雨明けがはっきりしなかった事もあり、夏が２回あったような気がしま
す。残暑が厳しく「猛暑の年は豪雪になる」との統計もあって、今冬の積雪が心配に
なってきます。議会では７月に２年ぶりの議会報告会を、３常任委員会ごとに開催
し、市民の皆様から意見・提言をいただきました。これらを参考にしながら、議会と
しては、常に市民の皆様の側に居るという立場のもと、行政当局からの提案に対して
は、少しでも違和感のあるものには、厳しくチェックを入れ、その役割を果たしてい
くつもりです。今後とも分かりやすく、読みやすい市議会だよりの紙面構成に努めま
すので、皆様のご理解を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

編集後記
奈田　安弘　産業建設常任委員長

心も身体も社会
的にも満たされ
た状態にあるこ
とを意味する概
念のこと

ウェルビーイング
（Ｐ3）

空き家の売却または賃貸等
を希望する所有者等から申
込を受けた情報を空き家の
利用を希望する
者に対し紹介す
る制度

空き家バンク
（Ｐ2）

砂浜を自走して自在に遊べ
る車椅子のこと

ヒッポキャンプ
（Ｐ4）

障がいのある方やお年寄り
が自由に安全でしかも快適
に海水浴がで
きる海水浴場
のこと

ユニバーサルビーチ
（Ｐ4）

現実世界に体がありながら
も仮想空間で「あなた」が
行動できる
空間のこと

メタバース
（Ｐ6）

トイレの個室ごとに設置
されている小さめのごみ
箱のこと

サニタリーボックス
（Ｐ4）

※詳細については、二次元コードからホームページをご覧ください。
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